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 国立天文台は 2000 年 4 月にキャンパスの一部を常時公開し、年末年始の休みを除いて見
学者を受け入れるようになっています。その時に公開されたのは、１）第 1 赤道儀室及び
20cm ツアイス屈折望遠鏡、２）太陽系ウオーキングという 80m 程の東西の道路を太陽系
の模型に見立てて 140 億分の 1 の比例尺で太陽系の惑星を土星まで並べました。140 億分




計画模型、VERA パネル、ひのでパネル、JASMINE パネル、TAMA300 パネルなど）で
した。 








座標測定機、PDS など）、その他天文関連機器を集め 2009 年には天文機器資料館を開設し
ました。同時に国立天文台に残された天体写真乾板の整理も進めることになっています。 








   アーカイブ室新聞：http://prc.nao.ac.jp/prc_arc/ 
に掲載されていますので、ご覧いただければ幸いです。 
